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「
脳
い
き
い
き
達
人
塾
」
で
は
、
地
域
で
介

護
予
防
が
必
要
な
高
齢
者
に
対
し
て
、
楽
習

（
楽
し
く
続
け
る
学
習
）
の
支
援
を
行
う
応
援

団
員
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
を
募
集
し
ま
す
。

▼�

活
動
日
時　

５
月
～
９
月
（
５
カ
月
間
）

の
毎
週
水
曜
日
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30

分
ま
た
は
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
場
所　

総
合
福
祉
会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」

▼�

内
容　

シ
ニ
ア
の
皆
さ
ん
の
「
楽
習
」
を

支
援
し
、
日
常
の
生
活
習
慣
に
な
る
よ
う

サ
ポ
ー
ト
す
る
ほ
か
、
楽
し
い
会
話
が
飛

び
交
う
教
室
に
な
る
よ
う
手
伝
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

▼
対
象　

・�

市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65
歳
ま
で
の
方
で
、

シ
ニ
ア
世
代
か
ら
学
び
、
地
域
の
役
に
立

ち
た
い
方

・�

事
前
の
研
修
会
お
よ
び
説
明
会
に
参
加
で

き
る
方

　
�【

説
明
会
】
４
月
18
日
㈬
午
後
１
時
30
分
～

３
時

　

�【
研
修
会
】
４
月
25
日
㈬
午
後
１
時
～
４

時
30
分

※
場
所
は
い
ず
れ
も
同
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」

▼�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

４
月
５
日
㈭

ま
で
に
直
接
ま
た
は
電
話
で
高
齢
者
福
祉

課
高
齢
福
祉
担
当
（
内
線
２
７
８
）

　

本
市
で
は
、
自
ら
の
戦
争
体
験
を
後
世
に

語
り
継
い
で
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

戦
争
を
二
度
と
起
こ
さ
な
い
た
め
に
は
、

戦
争
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
ず
に
、
平
和
の

尊
さ
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
登
録
さ
れ
た
方
に
は
、
毎
年
８
月
に
行

う
平
和
事
業
で
の
講
演
な
ど
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
生
活

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
脳
い
き
い
き
達
人
塾
」

�

応
援
団
員（
楽が

く
し
ゅ
う習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

�

を
募
集
し
ま
す

平
和
の
語
り
部
を
募
集
し
ま
す

行田在来青大豆関連商品キャラクターが決定しました

　「行田在来青大豆」関連商品のキャラクターデザインを募
集したところ、県内外からたくさんの応募がありました。「行
田在来青大豆」商品開発・販売促進協議会内で選考審査会を
開き、次の作品に決定しました。

賞 住所／氏名

金　賞
北海道江別市
八谷　早希子 さん

銀　賞
行田市
横山　典子 さん

銀　賞
大阪府大阪市
佐藤　秀子 さん

銅　賞
福岡県北九州市
中本　竹識 さん

銅　賞
神奈川県横浜市
外ノ池　広美 さん

銅　賞
久喜市
浅川　直孝 さん

　今回決定した行田在来青大豆関連商品キャ
ラクターの名前を募集します。ぜひご応募く
ださい。
▶�応募方法　郵便番号、住所、氏名、年齢、職
業、電話番号、キャラクター名を明記（書式自
由）のうえ、３月1日（木）〜26日（月）（当日
消印有効）に持参、郵送、Ｅメール、市ホーム
ページの電子申請（QRコードからも申請可）
のいずれかの方法で提出してください。
　�【持参・郵送】〒361－8601 行田市本丸２
－５ 「行田在来青大豆」商品開発・販売促進
協議会（農政課内）
　�【Ｅメール】nosei@city.gyoda.lg.jp
▶�賞　　品　最優秀賞には青大豆
関連商品セットをプレゼント
▶�そ の 他　１回の応募につき
キャラクター名は３点まで応募可

▶問い合わせ　同課農政担当（内線386）

「行田在来青大豆」
キャラクター名 大募集

金賞

平成23年8月に開催した
「平和を考える8日間」での
講演の様子

▼�

問
い
合
わ
せ　

同
課
市
民
活
動
担
当
（
内

線
２
５
２
）
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市
教
育
委
員
会
お
よ
び
行
田
市
子
ど
も
会
育

成
連
絡
協
議
会
で
は
、
子
供
た
ち
の
お
兄
さ
ん

お
姉
さ
ん
と
し
て
、
地
域
で
子
供
た
ち
の
良
き

理
解
者
、ま
た
子
ど
も
と
大
人
の
懸
け
橋
と
な
っ

て
く
れ
る
中
学
生
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
研
修

生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
研
修
期
間　

５
月
～
平
成
25
年
３
月　

▼�

内
容　

野
外
活
動
な
ど
を
含
む
宿
泊
研
修
、

普
通
救
命
講
習
、緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
、

郷
土
か
る
た
審
判
講
習
、
保
育
園
体
験
な
ど

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
基
礎
的
な
知
識
・
技
能

を
学
び
自
主
的
な
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
実
習
や
体
験
を
通
し
て
学
習
し

ま
す
。
ま
た
、
小
学
生
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
や

郷
土
か
る
た
大
会
な
ど
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼�

対
象　

市
内
在
住
の
中
学
１
～
３
年
生
（
平

成
24
年
度
）

▼
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費　

３
千
円

▼�

そ
の
他　

研
修
の
全
課
程
を
修
了
し
た
方

は
、
全
国
子
ど
も
会
連
合
会
に
ジ
ュ
ニ
ア
・

リ
ー
ダ
ー
中
級
資
格
認
定
の
申
請
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
宿
泊
を
伴
う
研
修
で
は
、
一
部

個
人
負
担
が
あ
り
ま
す
。

▼�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

各
学
校
を
通
じ

て
配
布
ま
た
は
ひ
と
つ
く
り
支
援
課
で
配
布

し
て
い
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
４
月
13
日
㈮
ま
で
に
同
課
生
涯
学
習
担

当
へ
持
参
☎
５
５
６―

８
３
１
９

　水田をキャンバスに見立て色彩が異なる複数の稲を植え付け、文字や図柄を表現する「田んぼアート」。
　平成24年度は約2.8ヘクタールの田んぼに、歴史小説「のぼうの城」の映画公開にちなんだ図案で、水田に壮
大なアートを描き、ギネスワールドレコード登録（世界一）を目指します。田んぼアートの田植えに参加してい
ただける方を募集します。

田植え体験、ボランティア いずれも
▶申し込み　�電話、FAX、Eメール、市ホームページの電子申請（QRコードからも申請可）のいずれかの方法

で田んぼアート米づくり体験事業推進協議会（農政課内） 【電話】内線３８６・３８７ 【ＦＡＸ】
５５６−４９３３ 【Eメール】tanboart@city.gyoda.lg.jp

	 ※�ＦＡＸ、Eメールの場合は住所、氏名、年齢、性別、電話番号、田植え体験かボランティアいず
れか、足のサイズ（ボランティア参加の場合）を記載してください。

▶問い合わせ　�同協議会（農政課内・内線３８６・３８７）

みんなで田植え体験を楽しみましょう
▶作業日時　６月10日（日）の午前中２時間程度
	 ※雨天決行
▶場　　所　古代蓮の里東側の田んぼ
▶内　　容　図柄・文字部分以外の簡単な田植え
▶定　　員　800人（先着順）
▶参 加 費　�高校生以上1,000円、中学生以下500円

（昼食、市内温泉施設入浴券、保険代など）
▶特　　典　�市内温泉施設入浴券、昼食を

配布。また、収穫した米を後
日プレゼント

▶応募期間　�３月１日（木）～４月20日（金）

　田んぼアートの絵柄部分の田植えにボラン
ティアで協力していただける方も募集します。
▶作業日時　�６月９日（土）・10日（日）のいずれ

かの午前中 ※雨天決行
▶内　　容　�図柄・文字部分の田植え
▶対　　象　�高校生以上の田植え経

験がある方
▶定　　員　300人
▶応募期間　�３月１日（木）～ 30日（金）

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
に

�

参
加
し
ま
せ
ん
か

田んぼアート世界一へ
あなたの力が必要です

世界一の田んぼアートをあなたの手で描きませんか

昨年の田んぼアートの参加者（638人）


